G enkiLife

FEME: AIP4 (V) VEsL Tyrd20) HHXARY S O—FI)iRiE
H 4 045 HE=S: APRab04206

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

o H
wRiEE
H7E

mREE
BEFE
RS

iB{zFID
SwissProt ID

RER

g
Al

JHFRY S O—FILHR

Sc&E

IHC,ICC/IF,ELISA

Eb ¥R

E[=2544

) VEK

I9G

RUSBO—FIL

RIR

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
A%

KEE

50% 7 Uta—Il, 0.5% {FESR /80 E, 0.02% 5421 THEH N £5¢ PBS .

TI4 =T 4T

IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:10000-1:20000

ITCH

ITCH; E3 ubiquitin-protein ligase Itchy homolog; Itch; Atrophin-1-interacting protein 4; AlP4;
NFE2-associated polypeptide 1; NAPP1
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	応用
	抗原情報
	背景
	かゆみ性E3ユビキチンタンパク質リガーゼ（ITCH）ホモサピエンス この遺伝子は、HECTドメインE3ユビキチンリガーゼのNedd4ファミリーのメンバーをコードします。HECTドメインE3ユビキチンリガーゼは、E2ユビキチン結合酵素からタンパク質基質へユビキチンを転移させ、特定のタンパク質をリソソーム分解に誘導します。コードされているタンパク質は、赤血球系およびリンパ系細胞の分化や免疫応答の調節など、複数の細胞プロセスにおいて役割を果たします。この遺伝子の変異は、症候群性多系統自己免疫疾患の原因となります。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。 [RefSeq提供、2012年3月],機能：E3ユビキチンタンパク質リガーゼ。E2ユビキチン結合酵素からチオエステルの形でユビキチンを受け取り、標的基質に直接転移します。いくつかの転写因子の転写活性を調節し、免疫応答の調節において重要な役割を果たしていると考えられます。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,PTM：チロシン残基がリン酸化されます。,類似性：1つのC2ドメインを含みます。,類似性：1つのHECT（E6AP型E3ユビキチンタンパク質リガーゼ）ドメインを含みます。,類似性：4つのWWドメインを含みます。,サブユニット：WWドメインを介してDRPLA、NFE2、CBLCと相互作用します。エプスタイン・バーウイルスLMP2Aと相互作用する。NOTCH1、OCLN、JUN、JUNBと相互作用する。in vitroでNDFIP1と相互作用する（相同性による）。ARHGEF7と相互作用する。,組織特異性：広く発現している。,
	研究分野
	ユビキチンを介したタンパク質分解;エンドサイトーシス;
	画像データ
	

	ITCH（リン酸化Tyr420）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	ITCH（リン酸化Tyr420）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

